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	背景
	カドヘリンはカルシウム依存性細胞接着タンパク質である。細胞同士を繋ぐ際に、カドヘリンは同種親和的に相互作用することを優先するため、カドヘリンは異種細胞タイプの選別に寄与する可能性がある。CDH2 は神経細胞の認識機構に関与している可能性がある。海馬ニューロンでは、樹状突起棘密度を調節する可能性がある。カルシウム依存性細胞接着タンパク質。他の細胞の CDH2 鎖と二量体を形成することで、同種細胞間接着を優先的に媒介する。カドヘリンは異種細胞タイプの選別に寄与する可能性がある。成体上衣下層における上衣細胞への神経幹細胞の固定を媒介することにより、神経幹細胞の静止の調節因子として機能する。MMP24 による切断により、CDH2 媒介固定が影響を受け、神経幹細胞の静止が調整される。膵β細胞と神経堤幹（NCS）細胞間の細胞間接合形成に関与し、NCS細胞による突起形成を促進する（類似性に基づく）。CDH2は神経認識機構に関与している可能性がある。海馬ニューロンでは、樹状突起棘の密度を調節する可能性がある。
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	HeLa 細胞溶解物における N-カドヘリン発現のウェスタン ブロット分析。

